筑波の研究所・大学関係九条の会
第９回講演と対話のつどい

貧困と格差が教育を破壊
憲法を活かそう！

ー高校生アルバイトの実態から学ぶ働くルールー

千葉県立EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こてはし),犢橋)高等学校
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すみや),角谷)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんいち),信一)
1. はじめに
富の偏在による貧困と長時間労働による人間破壊、核兵器による戦争の危機、地球環境破壊など私たち直面する人類的課題の解決が求められている。

その指針は、憲法や１９４７教育基本法、労働基準法、ユネスコ学習権宣言にある。

「すべて国民は、勤労の権利を有し、義務を負ふ。２　賃金、就業時間、休息その他の勤労条件に関する基準は、法律でこれを定める。３　児童は、これを酷使してはならない」（憲法　第２７条）
「勤労者の団結する権利及び団体交渉その他の団体行動をする権利は、これを保障する」（憲法　第２８条）
「われらは、さきに、日本国憲法を確定し、民主的で文化的な国家を建設して、世界の平和と人類の福祉に貢献しようとする決意を示した。この理想の実現は、根本において教育の力にまつべきものである」（１９４７教育基本法　前文）
「教育は、人格の完成をめざし、平和的な国家及び社会の形成者として、真理と正義を愛し、個人の価値をたつとび、勤労と責任を重んじ、自主的精神に充ちた心身とも健康な国民の育成を期して行われなければならない」（１９４７教育基本法　第１条）

「労働条件は、労働者が人たるに値する生活を営むための必要を充たすべきものでなければならない」（労働基準法　第１条）
「労働条件は、労働者と使用者が、対等の立場において決定すべきものである」（労働基準法　第２条）
「学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読みとり、歴史をつづる権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。学習活動は、人々を、なりゆきまかせの客体から、自らの歴史をつくる主体にかえていく」（ユネスコ学習権宣言）

こうした「理想」の実現に果たす教育の役割は大きい。授業や行事を通してどのようにして主権者を育てることができるか実践的に考えたい。
犢橋高校では「総合学習」の授業は、１年は「環境」、２年は「平和」、３年は「進路と労働」を主なテーマに取り組んでいる。生徒会では、学校生活や行事に対する「アンケート」を実施し、リーダー研修会で話し合い、生徒総会で各クラスの代表者が発言する。その内容を生徒会新聞で全校に知らせる。その声に基づく学校づくりは、今後の課題であるが、「自主的精神に満ち」（１９４７教育基本法）、「自らの歴史をつくる主体にかえていく」（ユネスコ学習権宣言）学習の場となっている。
2. 「環境」を中心テーマに１年生の総合学習

戦争による環境破壊、進路にかかわる労働問題、携帯電話のネット被害やデートＤＶなど高校生にとって必要な様々なテーマを取り上げてきた。その内容は以下のとおりである。（実施した順）
1 地球温暖化（海面上昇　失われ行く国土、崩れゆく生態系）

2 海洋ゴミ（ゴミ箱になった海、ゴミが海からやってくる～急増する外国廃棄物～）

3 携帯電話（急増！子どものネット被害　携帯犯罪に巻き込まれないために）

4 自分の進路を考える（１０年後の私）

5 干潟の役割とゴミ拾い（泥んこサブウ奮闘記　東京湾　干潟に捧げた３０年）

6 干潟の生き物（三番瀬輝きのとき）

7 三番瀬遠足（潮干狩り、生き物発見ゲーム、クリーンアップ）

8 「三番瀬壁新聞」作り、壁新聞コンテスト

9 水俣病のビデオ

10 足尾鉱毒事件（足尾の山を緑に、田中正造　足尾鉱毒事件に挑む）

11 枯れ葉剤（枯れ葉剤が残したもの）

12 劣化ウラン弾（劣化ウランの傷跡　知られざるヒバクシャ）

13 ナマケモノ（ナマケモノ流快適生活～森の哲人が語るスローなエコ～）

14 オランウータン（消えゆく熱帯雨林　オランウータンの悲劇）

15 動物観察実習（千葉市動物公園への校外学習）

16 動物公園プレゼンテーション作り・発表

17 進路学習（フリーター漂流）

18 百人一首大会

19 労働基準法（労働基準監督官　和倉真幸　働く人の味方です）

20 デートＤＶ（相手を尊重する関係を作る）
１年の最後に、「印象に残ったもの」、「学習して良かったもの」をアンケートで答えてもらった。その結果は以下のとおりである。
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この結果を見ると、「労働基準法」や「デートＤＶ」など、高校生の日常生活にかかわるテーマほど、「印象に残り」、「学習して良かった」ことが分かる。また、「動物園観察実習」や「三番瀬遠足」、百人一首大会」などの行事をとおして体験した学習も印象深くなっている。さらに、「枯れ葉剤」、「水俣病」、「地球温暖化」などの環境問題の「学習度」も比較的高い。
１年の遠足では、東京湾の干潟に出かけ、潮干狩りと海岸のクリーンアップを行う。食料採集体験と環境保護の実践体験である。
２年では、「第五福竜丸展示館」への遠足、沖縄修学旅行で、核兵器や沖縄戦、基地問題の平和学習を行っている。卒業式で次の答辞が読まれた。

今までの高校生活で一番印象に残っているのは戦争と平和についての授業です。私達は総合学習や社会科のみならず、英語や現代文などでも戦争と平和について取り上げた教材で学んできました。沖縄への修学旅行直前の授業では戦争の過酷さや悲惨さに胸が痛み、学ぶのが辛いと感じる事もよくありました。しかし、憲法９条についての議論やイラク戦争など複雑な出来事が未だ残る世の中で、辛い事実を知る事が次の悲しみを生まない一つの方法だと思いました。

日本の平和教育は国際的に最も高い水準にある。戦争の被害と加害、抵抗と運動など多角的な平和教育実践が全国各地に無数にある。歴史や社会科の授業、日本語や外国語の文学教材、総合学習や遠足、修学旅行での戦争遺跡や軍事基地の学習など、多彩な形で数多くの教職員と住民がかかわっている。

蓄積された戦争と平和を考える映画やドキュメンタリー作品、証言集や文学教材、フィールドワークの実践は日本の宝である。こうした宝を共有財産として、２１世紀を生きる子どもたちに受け継いでいくとともに、発信していくことが、世界平和への貢献につながる。

3. 「働くルール」を学ぶ
アンケートでは、「印象度」「学習度」ともに、「労働基準法」の学習が、断然トップである。現在進行形のアルバイトで役立ち、就職する時に必要になることが意識されている。

4. ドラマやニュースも利用して
２００５年７月１５日に「労働基準監督官　和倉真幸　働く人の味方です！」のドラマが放映された。このドラマも使って「働くルール」の授業が始めた。

２００５年１０月１日、東京新聞などに「マクドナルドの賃金不払い」のニュースが掲載された。その内容は以下のとおり。

『日本マクドナルドホールディングスが、社員やアルバイトの勤務時間を誤って算定、賃金が不払いとなっていた問題で、同社は３０日、不払いは延べ約１０万人で２２億円になると発表。アルバイトらの勤務時間について、以前は３０分単位で把握し端数を切り捨てていたのを１分単位で計算、賃金を支払うことに改めたことで新たに支払い負担が生じた。退職者も含め０３年８月にさかのぼって支払うが、新たに支払うことになる賃金は０４年以前分が１１億４３００万円、０５年分は１０億５７００万円。』

マクドナルドでアルバイトしている高校生も多いので、このニュースなども授業で取り上げた。

5. 「アルバイトアンケート」で違法が続々
高校生のアルバイトの実態も授業で取り上げた。「アルバイト体験アンケート」を実施して驚いた。高校生のアルバイトでたくさんの違法労働が出てきた。「最低賃金より低いバイト料だった」、「高校生の分際で有給休暇はやれないと言われた」、「絶対休めない、かぜでも行かなきゃいけない」、「給料が決まった日にちに振り込まれていない」、「１日働いて１５分しか休憩がもらえない」、「９時半に必ずタイムカードを切られてそのあと無料働きさせられる」、「午前２時まで働かされた」、「テスト休みをくれる約束だったのにくれなかった」、「何も言われていないのに勝手にシフトが入れられていた」…。派遣会社から飛ばされた先で深夜２時までの違法労働をさせられている高校生もいる。
6. 同僚にも広がった「労働法教育」

２００８年度の３年生の総合学習では、同僚教員が新たな取り組みを始めた。図書室で「マンガ蟹工船」を４０冊購入して、クラス単位で全員が読んだり、「非正社員の労働組合活動」を取り上げた「ガイアの夜明け」を視聴したりした。この同僚は、２年生の現代社会の授業でも「労働基準監督官　和倉真幸　働く人の味方です！」のドラマを使った授業を展開した。

7. 正規のカリキュラムに必要な「労働法教育」

「労働法教育」は、総合学習やＬＨＲ、現代社会、政治経済の授業での取り組みも可能である。しかし、今の深刻な若者の労働実態からすれば、正規のカリキュラムに入れる必要がある。それがすぐに無理なら、様々な教科の中にきちんと位置づける必要がある。特に、高校生のアルバイト労働を取り上げた授業づくりが急務である。ほとんどの高校で高校生のアルバイトの実態が正確に把握されていない。また、高校生のアルバイト労働を取り上げた教材がほとんどない。ないなら自分で作るしかない。そんな気持ちで作ったのが、「絶対トクする！学生バイト術―クイズに挑戦！『これだけは知っておいた方がいい』働くルール」の本である。これを使った授業が広がることを願っている。

8. たのしく、わかる「働くルール」の学び方
「働くルール」の授業は、高校生の実体験から出発するのが最も理解しやすい。高校生の多くはアルバイトを体験している。私の勤務校では１年生の４割以上、３年生の８割が経験している。そのアルバイト体験を取りいれた授業を行っている。

アンケートの実施時期は大切である。「労働基準法」の知識がないまま実施しても、何が違法かわからないので、アンケートに「おかしいと思ったこと」や「困ったこと」などを書けない。アンケートは、ある程度基礎知識を知ったうえで実施したい。

難解な労働基準法の条文をそのまま学ぶだけでは興味関心を持続するのは困難である。知って驚くような仕掛けが必要である。権利意識に目覚める驚きの連続が学習意欲を持続させる。高校生がこれまで持っている現状追認の「常識」を覆すクイズを準備する。クイズの問題は、テレビドラマや、現実に起きている最近の事件のニュースなどを活用したい。
(1) 「すごく自分たちのためになる授業」
「たくさんの法律があるので奥が深いと思った。授業で取り扱わなかったら、何も知らないまま、働くことになっていた。すごく自分たちのためになる授業だと思いました」―授業にとりくんだ生徒の感想である。フリーターや偽装請負など、「使い捨て」状態の若者たちに自分を守るための最低限の「働くルール」があることを学んで高校を卒業して欲しい。予想以上に生徒たちの反響があった「働くルールを学ぶ」をテーマにとりくんだ高校３年生の「総合学習」をまとめてみる。

(2) １９４７教育基本法第２条（教育の方針）「実際生活に即し」の生命力
１９４７教育基本法第２条（教育の方針）には、次のように書かれている。
教育の目的は、あらゆる機会に、あらゆる場所において実現されなければならない。この目的を達成するためには、学問の自由を尊重し、実際生活に即し、自発的精神を養い、自他の敬愛と協力によって、文化の創造と発展に貢献するように努めなければならない。
生徒たちの反響が大きかったのは、彼らの「実際生活に即し」た内容を取り上げていたからではないかと思う。１９４７教育基本法の理念を生かした教育に生命力があることを改めて実感した。教育には、子どもたちが置かれている「実際生活に即し」た内容と方法とが求められるのであり、「愛国心」をはじめとする徳目を強制する事ではない。

(3) 一番身近なワーキングプア候補
一番身近なワーキングプア候補は、毎日接しているアルバイト高校生である。高校生のアルバイト労働の時給はいくらだろうか。全国どこでも最低賃金すれすれで働いているのは圧倒的に高校生のアルバイトである。
高校生のアルバイトの問題点は低賃金だけではない。高校生の「アルバイト体験アンケート」を集計して驚いた。労働基準法違反の高校生のアルバイト実態が続々出てきた。そして、そうした違法労働に対する高校生の不満もたくさん出てきた。どうすれば条件を改善できるのかという疑問や質問も次々に出てきた。こうした最も身近なワーキングプア候補の労働条件の底上げと違法労働の摘発は教職員組合運動の今日的責務であると思う。無権利状態の高校生アルバイトを放置することは、高校卒業後に就職してもその状態があたりまえと思い込む危険がある。それが、若者のワーキングプアや無権利状態の過労死などを更に増やす危険がある。

(4) 高校生は労働基準法を知りたがっている
最も最底辺の労働条件で働く高校生のアルバイト労働の実態と条件改善は切実である。いつも授業に関心を示さない生徒の目が輝いた。感想文に、「働く人にとって、労働基準監督官みたいな『働く人の権利』を守ってくれると、安心して仕事ができますね。自分も、健康も労働基準も理解しつつバイト等を頑張りたいです。とても参考になりました」
授業が終わってから２人の生徒が質問に来た。「６時間以上働いているのに休憩時間がない。これって労働基準法違反ですか？」
授業の何日か後、廊下で生徒に呼び止められた。「バイトで有給休暇を取りたいのですが、どうしたらいいですか？」…。
9. 「総合学習」の４ヶ月間の授業内容
(1) 1回目～３回目
『労働基準監督官　和倉真幸　働く人の味方です！』のビデオを見ながら、有給休暇や割増賃金・過労死などについて考えた。ビデオを途中で止め、プリントの空欄に記入しながら簡単な解説を加えていく。最後の１５分は、プリントの裏の穴埋め問題と３択クイズでまとめる。３択クイズは、自分が正しいと思ったものに手を上げてもらってから、回答を発表する。
(2) ４回目～５回目
コンピュータ室と視聴覚室に分かれて実施した。（いつもは２クラス同時に視聴覚室で実施）
前半のクラスは視聴覚室で、ワーキングプアのビデオとアルバイト体験アンケートを実施した。後半のクラスはコンピュータ室で次のテーマでとりくんだ。（１）将来の生活費を計算しよう、（２）労働者の疲労蓄積度チェック、（３）職業性ストレス簡易評価、（４）インターネットで「働くルール」を調べる。
(3) ６回目～８回目
「これだけは知っておいたほうがいいルール」をアルバイト編と就職編の２回にわたって実施し、最終回は「『働くルール』でもっと知りたいこと（疑問に答える編）」を学ぶ。内容は、これまでのビデオの感想や「アルバイト体験アンケート」の結果の分析をパワーポイントで示しながら解説し、３択クイズを交えた憲法や労働基準法などをまとめるプリントの穴埋めを完成させていく。
10. ワーキングプアや過労死にならない「働くルール」の学習を
「働くルール」を学ぶ実践の交流と普及は、今の若者の労働実態を考えると、緊急の課題であると思う。長い目で見れば、日本のワーキングプアや過労死をなくす課題にもつながるとりくみだと思う。各地で「働くルール」の実践と交流を広げることが求められている。
バイトで労働基準法違反が続々！
「アルバイトの体験アンケート」の結果から見えること
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年総合学習アンケート結果

印象度 学習度


高校生の有給休暇の取得は１８％
６ヶ月以上同じ場所で働いていればアルバイトでも有給休暇は取れる。犢橋高校３年生の６３％が該当する。しかし、多くの生徒は「バイトに有給あるのを知らなかった」、「有給があること自体知らなかった」ために、６ヶ月以上同じ場所で働いている生徒の７６％が有給休暇を「取ろうとしたことはない」とアンケートに答えている。
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また、「６ヶ月働いたら１ヶ月休みがあった」、「相手にされなかった」、「忘れてた（申し出をするのを）」などの理由で６％が「取ろうとしたが取れなかった」と答えている。
それでも、高校生の１８％は、有給休暇を取得している。その取得日数は、日数不明から１０日以上と様々であるが、５日以上の生徒が６６％を占めている。有給休暇を取得している生徒は、かなり取得率が高いと考えられる。
[image: image3.emf]「働くルール」（労働基準法など）
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高校生の３４％がサービス残業（ただ働き）
高校生のアルバイトでサービス残業（ただ働き）の体験者が３４％いる。サービス残業の回数は、回数が分かっているものの中で最も多かったのが１０回以上である。１・２回の例外的なサービス残業は少なく、「いっぱい」、「たくさん」、「数えられないくらい」、「毎回」と恒常化している。「その他」や「不明」を除いて、「１０回以上」の恒常化しているものは、７０％以上である。
[image: image6.wmf]「働くルール」（労働基準法など）
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サービス残業の最長時間は、「１時間」が最も多くなっている。「２時間」、「３時間」、「５時間」と際限ないサービス残業も少なくない。
高校生アルバイトの平均時給は８０６円
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犢橋高校の３年生のアルバイトの平均時給は８０６円であった。昨年の平均時給は７９０円であった。７７０円～８００円の時給が３３％を占めて最も多くなっている。
最高額は１０００円であるが、９００円以上は６％と極めて少数である。千葉県の最低賃金の６８７円のギリギリの７００円が最低額である。昨年は千葉県の最低賃金額を下回る６５０円が一人いたが、今年はいなかった。７００円～８５０円までの間が８２％となっている。
東京都の最低賃金７１９円、神奈川県の７１７円、大阪府の７１２円の基準に照らせば違法が１０％ある。
３１％が契約を守られていない
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賃金、労働時間、就業の場所、従事すべき業務、始業および終業の時刻、休憩時間、賃金の決定、計算・支払の方法、賃金の支払い時期等の契約は、労基法施行規則で「書面の交付で明示する」ことになっています。しかし、労働条件を書面で示されたのは４５％で、「特別に何もなかった」が８％、「口頭で説明された」が１５％となっています。
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（２００６年１１月）

その雇用時の契約も「守られていない」例が多数あります。「シフトが最初の話と違った」（料理屋）、「８時間働いても、休憩をくれなかった」（コンビニエンスストア）、「１５分とかサービス残業させられる。（ファミリーレストラン）、「バイトやめたいのに辞めさせてくれない」、「タウンワークなどでのっていた時給が実際違った」、「休みがおかしい！Ｘ‘mas＆イブ出ろとかムリだし、ゴーインすぎる。無理やりシフト入れられた」（料理屋）…。
「『働くルール』の授業アンケート」の結果から考える
「働くルール」でもっと知りたいことは？
「働くルール」の授業は１２月までに７回実施した。７回目の授業の最後に「『働くルール』の授業アンケート」を実施した。そこでは「もっと知りたい」という要求がたくさん寄せられた。しかし、「総合学習」は週に１回で、３年生の１月の授業予定は１回を残すのみとなってしまった。最後の授業は、「働くルール」でもっと知りたいこと（疑問に答える編）として、生徒の次のような「もっと知りたい」要求に応えようとした。しかし、時間切れでやりきれなかったこともたくさんあった。今後の課題としたい。
以下に、生徒の「もっと知りたいこと」を列挙する。
・同年代（高校生とか）の人が働いてるとこ（もしくはバイトしてるとこ）の労基法違反に気づいた場合どうしたか。また、ちゃんと改善された例はあるのか。
・働くルールがあるのに、なぜそれを知らない人が多いのか知りたい。
・月１で、違反してる店はないか調べに来てくれれば違反はなくなるぢゃん。
・時給アップの仕方。・給料の上げ方。・時給をＵＰする方法。
・どうやったら楽でかせげるか。・ストライキ
・正規社員とパートの違いをもう少し知りたい。・まとめた資料が欲しいです。
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「役に立った」が７１％
「働くルール」の授業は高校生にとってどのような意味があるのか、「授業アンケート」から考えてみたい。
アンケートに答えた生徒の７１％が「役に立った」と回答した。
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また、「働くルール（労働基準法など）について理解することができましたか」という質問に対して、「よく理解できた」が２５％、「ある程度できた」が６１％であった。合わせると８６％が一定の理解をすることができていると考えられる。
何が役に立ったのか、何が理解できたのか、次の生徒の生の声から読み取って欲しい。
· とても役に立つ授業だと思いました。これから働くのに気をつけようと思いました。
· ものすごくタメになった。アルバイトだからとか正社員だからとかで分けられてるんじゃなくて、誰でも、働いている全員が、法律とかで守られていることを知れたのが、よかった。
· 今のバイトに不満を感じる点があることに気付いた。勉強になった。
· ひどい会社もいっぱいあるから、選ぶ時は真剣に時間をかけたほうがいいと思った。
· ２年もしたら働くので…失敗しないようにしたいと思いました。
· 知らないと損をすることばかりだと思った。
· 意外にルールを破っている会社が多くて驚いた。
· たぶんバイトを始めるだろうから助かります。
· とても役に立った。これからはいろいろなコトを考えた上で自分にあった職場を探していこうと思います。
· 今後、だまされないように、役に立つ授業でした。
· 今までバイトをしたことがないから、いろいろなことを学べてためになった。総合でこういう授業やれてよかった。
· 勉強になった。労働者にとって有利な条件がたくさんあって、うれしい限り。どんどん労働条件がよくなっていることもとてもいいことだと思いました。
· もっとまとめて教えて欲しい。
· 資料のプリントをもう１度読もうと思う。
· 知らない事がありすぎて、かなり役に立った。
· とても役に立ちました。ありがとう。
· 働いているものとしてルールが分からなければ少なからずルールを知らずに被っているかもしれません。だから、今回の働くルールを知ったことによって、現在どのようなルールがあるのか分かり、また、ルールを知らないことによって多くの問題が起こっていることもわかりました。
· 法律を学ぶことは自分の身を守ることになるからためになった。もっと知りたいと思った。だから法学部に進学するからもっと法律を学んで自分を守っていきたい。
· 勉強になった。今後こんな風に学ぶ事ないかもしれないし。けど時期的にもっと早くやって欲しかった。
· 知らないコトをたくさん知れてよかった。バイトする時はきちんと調べてから働く。
· たくさん知らなかったことを学べたと思います。場所によってお金とか違うし…。働いていい時間とかも決まっているなんて知らんかった。まとめた資料が欲しいです。
· 将来働くのに役に立った。
· 学んだことをこれからに活かしていきたい
11. ワーキングプアや過労死にならない「労働法教育」を
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「労働法教育」の実践の交流と普及は、今の若者の労働実態を考えると、緊急の課題である。
ご質問は、次のアドレスに連絡を。sumiya1954@ppp.bekkoame.ne.jp
「絶対トクする！学生バイト術」のホームページ
http://www.bekkoame.ne.jp/~sumiya1954/
携帯サイト→
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